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＜審査結果の要旨＞  

 

１．主論文について 

１）研究の概要 

 本研究は、脳卒中後片麻痺患者における深部静脈血栓症に対する各理学的予防法が麻痺側下肢静

脈還流に与える影響について検証することを目的としている。研究 1では、脳卒中後片麻痺患者 17

名を対象に、超音波画像診断装置とレーザー組織血液酸素モニターを用いて、麻痺側下肢への間欠

的空気圧迫療法と弾性ストッキングが麻痺側下肢静脈還流へ与える影響を検証した。その結果、麻

痺側下肢への間欠的空気圧迫療法と弾性ストッキングは、麻痺側下肢静脈還流を増加させないこと

を明らかにした。研究 2では、脳卒中後片麻痺患者 19名に対して背臥位および車いす座位での非麻

痺側足関節自動運動を 2種類の運動速度で行わせ、研究 1と同様な評価手法で麻痺側下肢静脈還流

へ与える影響を検証した。その結果、非麻痺側足関節自動運動は 2 種類の運動速度でともに麻痺側

下肢静脈還流を増加させ、そして麻痺側下肢静脈還流は、車いす座位より背臥位で大きくなること

を明らかにした。 

２）研究方法、論証、論文形式の適切さ 

 本研究は、著者の所属施設および協力施設の倫理審査委員会の承諾と国際医療福祉大学倫理審査

員会の内諾を得て実施している。各理学的予防法の効果については、客観的な評価手法を用いた前

後比較デザインで検証されており、その内容は四章に渡って適切にまとめられていた。 

３）知見の新規性と価値 

 本研究の新規性は、脳卒中片麻痺患者を対象に、理学的予防法の麻痺側下肢静脈還流への効果を

示したことである。基礎的な研究であるが、非麻痺側足関節自動運動が麻痺側の深部静脈血栓予防

の一手段となり得る可能性を示した研究として高く評価できる。 

 

２．審査会は 2回開催し、研究の意義、計測方法の記述不足、結果の表現方法、研究の限界に関する

加筆修正を求めたところ、適切に修正された。 

 

３．口頭試問において適切に応答した。 

 

 以上の結果から、審査員全員は、本論文が著者に博士(保健医療学)の学位を授与するに十分な価値

があるものと認めた。 
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